
1 

 

 

自己紹介および基調講演への感想 

まず自己紹介をいたします。私の生まれは東京ですが戦争が激しくなったので祖父が

住んでいた刈羽郡横沢村、現在の⾧岡市小国町に疎開しました。その後父の仕事の関係

で⾧岡市に移住、小学佼は学校町にあった新潟大学付属小学校に通い、家が弓町でした

ので歩いて３０分以上かかっていました。学校でスキー教室があるときはスキーを履い

て福島江沿いを滑って行ったことなど思い出されます。当時は交通も少なく除雪もされ

ていなかったからできたことです。 

中学からは東京でしたが学生時代は夏休みなどよく小国に来ていました。会社員生活

では東京が主で、海外勤務もありました。現在は公益財団法人山口育英奨学会の理事⾧

を平成 16 年父から引き継いだので、毎月２回ほど東京と⾧岡を往復しています。 

近年⾧岡市とのご縁も増え、10 月の米百俵まつりでは「⾧岡が生んだ先人の紹介」

で山口権三郎（私の高祖父）の役を仰せつかり仮装して出演しています。 

 

ただ今 井上先生 大隈先生の講演をお聞きして渋沢栄一の数々の功績に改めて感

銘を受けたところです。 

たまたま先週箱根に行く機会があり大涌谷のジオミュージアム（温泉のなりたち）を

見学したところ、ここでも渋沢栄一の事業を知りました。当時箱根の仙石原で別荘地の

開発が始まり、そこに温泉を供給しようとする計画が持ちあがります、澁沢がその事業

に携わりました。大涌谷で噴出している熱いガスを利用して運んできた水を温めて源泉

を作りそこからパイプを引いて温泉を別荘に供給したそうです。このようなことまで手

掛けた渋沢の偉大さにふれたことを付け加えます。 
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シンポジュウム 

＊渋沢栄一と山口権三郎のかかわりについて 

（渋沢は若くして尊王攘夷の思想を持って討幕の計画を立てたが周囲の説得により

中止、その後徳川幕府の家臣幕臣となる。明治新政府において大蔵官僚に招かれたが明

治６年退官して実業家に転じ日本の近代化に影響を与え日本資本主義の父と称された

方でした。） 

私からは山口権三郎（高祖父）が渋沢と関係した事業に関して報告いたします。 

権三郎は渋沢の２年前の天保９年（1938 年）生まれで同時期（明治時代）に活動し

ました。渋沢の偉大さとは比べるべくもありませんが、文明開化・殖産興業の志を持っ

て石油・鉄道・金融・教育・電力・和紙の改良などの事業に携わりました。 

［鉄道］ 

先ずは鉄道、今月１０月１４日は鉄道開業（明治５年）１５０年の記念日でした、開

業日の新橋発１０時の特別列車に渋沢（６両目）は明治天皇（３両目）とともに乗車し

ています。それ以降、鉄道建設は国家の威信をかけた一大事業として官で行われていま

した。 

権三郎は明治１５年、当時直江津まで計画されていた（軽井沢～直江津の完成は明治

１９年）信越線を新潟まで延⾧しようと、地元中越地方の有力者の同意を得て「鉄道資

本会社設立許可願」を県庁に提出しましたが路線が未定で許可されませんでした。 

明治１７年には発起人を県下に広げ鉄道敷設願を政府に提出しましたが鉄道は官で

やるとして不認可、諦めずに県内だけでなく東京方面の実力者に賛同を求めました。そ

の一人が渋沢でした、 

渋沢栄一伝記資料によると「明治２０年３月先生および山口権三郎等１７名のもの発
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起となり、北越鉄道敷設に関し｛越後国直江津より新潟迄鉄道敷設の儀に付願｝を新潟

県知事に差出したることあり」との記述があります。澁沢の協力が得られたことでよう

やく明治２３年に帝国議会で敷設費の予算を付けると発案されました。しかし今度は県

内で路線をめぐり上越線、海岸線（現越後線）を優先したいとの意見に分かれ否決され

ました。 

その後政府の鉄道敷設方針も変わり鉄道網の早期整備のため有力な民間会社なら許

可することとなりようやく明治２７年５月に「北越鉄道株式会社創立発起協議書」が認

可されました。この創立協議書には渋澤栄一を筆頭に山口権三郎、大倉喜八郎ら総勢 13

名もの事業家や資産家らが名を連ねています。 

権三郎はこの会社の取締役に就任（明治２８～３０年）し 渋澤は監査役に名を連ね

ています。人の移動だけでなく米穀や石油の運搬に鉄道の重要性を訴え続けて１５年、

明治３１年北越鉄道は全線開通し東京と新潟が鉄道で結ばれました。これが現在の信越

線です。 

このように北越鉄道は構想を発表してから申請･請願してもなかなか国の許可がおり

なかったり 国の予算がついたものの県議会がまとまらなかったりと紆余曲折があり

ましたが多くの関係者の努力の賜物で完成しました。北越鉄道、今の信越線の開通には

政界･財界に顔が広い渋沢栄一の支援協力が大きかったといえます。 

［石油］ 

権三郎は石油事業も興しております。 

⾧岡周辺は古くから石油が湧き出ており行灯（電灯）として利用されていた、明治に

なるとアメリカから１０倍も明るい石油ランプが輸入され明治１０年ごろには全国に

普及した。それに伴い各地で石油開発がブームとなり新潟県がその中心だった。その中
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でも出雲崎町尼瀬は海浜・海面に石油が浮遊しており多くの手掘り業者が集まって採油

していた。このような石油掘削の盛況を見ていた石地（現在の西山町）出身の内藤久寛

（若くして県会議員）はアメリカの石油産業の活況を知り日本での企業化を着想し、権

三郎に提案した。権三郎は⾧岡周辺の有志が集まる殖産協会有力者の賛同を得て石油の

企業化を決断し日本石油を設立した。従来の手掘りに変えて、アメリカから輸入した掘

削機械による機械彫りで世界初の海底油田開発に成功した。これが会社発展の礎となり、

日本石油はその後合併をくり返し現在 ENEOS（株）となり総合エネルギー会社になっ

ている。 

権三郎は「我が国は海外の文明を取り入れているが輸入する物資は増加し正貨は海外

に流失するばかりである。これを防止するには国内の殖産興業を盛んにし外国より輸入

する贅沢品を排除して貿易の均衡を保ち国家経済の安定を図らねばならぬ。」というこ

とを言っております。輸入が増えては貿易赤字が増えることを懸念して国内の産業を興

していこうとしたものです。 渋澤も同じ考えを持っており、大正 6 年(1917 年)日本

石油創立 30 周年記念式典が両国国技館で行われた折、寺内正毅総理大臣（米騒動で退

陣）に続いて渋沢から次のような内容の祝辞がありました。「明治 19 年に柏崎･⾧岡を

旅行したが石油井戸は微々たる有様であった その翌々年（明治２１年）に日本石油が

誕生しその後大きく発展した越後の石油事業に驚いている。また当時スタンダードオイ

ルの直江津進出を憂いていたが その直江津の製油所の名称（インターナショナル石油）

が買収により 30 年経て日本石油の名称になっており 日本の喜びとするところである。」

と語っています。 

渋沢も海外に多くを依存する現状から 自国で賄える国力を持つことが大切との考え

を持っており この考え方が日本の文明開化と国内産業の発展につながったと思いま
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す。 

［銀行］ 

銀行事業において澁沢は第一国立銀行の設立を主導（頭取就任）、多くの地方銀行の

設立を指導し、地方経済の発展に尽力した。 

権三郎は当時⾧岡に第六十九国立銀行があったが、石油産業の発展、機械工業の発達

で当地の資金需要が旺盛となり、積極的に資金を融資できる銀行が必要と考え⾧岡銀行

を設立した。これにより中越地方の商人や事業家は資金融資してもらいやすくなり新し

く事業を始めることも出来るようになった。⾧岡銀行は昭和１７年、六十九銀行と合併

し、その後北越銀行から現在の第四北越銀行になる。 

［教育］ 

渋沢は教育にも力を入れて多くの実業学校設立や女子教育の必要性を説いて女子学

校の設立にも携わっております。 権三郎も明治２５年に⾧岡の坂之上に実業学校の私

塾「修習館」を設立しています。実業の教育をして人材を育成する目的で女生徒へも門

戸を広げました。 

大きな志を持って実業学校を開校しましたが入学生が年々減少した事により明治 31

年 3 月に閉校の止むなきに至りました。閉校にあたり権三郎は学校を閉鎖するが人材育

成の初志を貫徹するため残った資金で奨学金制度を作ると表明しました。 

その後この奨学金貸与事業は規模を拡大し大正 4 年には御大典記念山口奨学資金と

して新潟県に寄附され新潟県で運営されました。残念ながらこの基金は戦後の貨幣価値

の下落で事業を停止しておりました。この育英事業を復活させるため父 順太郎が昭和

34 年(1959 年)に当時の文部省から許可を得て財団法人山口育英奨学会を創立しました。

その後公益法人制度改正を機に当財団は 平成 24 年に公益認定を受けて公益事業を拡



6 

 

充しております。当財団が今日現在この事業を行っておりますのは明治 31 年 3 月の権

三郎の創始に遡るとも言えます。 

 当会の事業について少し説明させていただきます。当財団は昭和３４年設立から６

３年経過し、次の３事業を行っています。 

第一、奨学金貸与事業で大学生･大学院生･海外への留学生を対象として 奨学金の無

利子貸与を行っています。（毎年３０～４０名を採用し、毎月１１０名に交付している。） 

第二、学術研究助成事業では大学の若手研究者（教授）を対象として助成金を給付し

ています。また自然環境保護活動助成事業として自然環境の保護活動をしている団体に

支援助成しています。 

第三、郷土資料館・庭園運営事業は資料館４棟を管理して、農機具、小国和紙、漆器

などのほか山口家に代々残されてきた収集品や資料を展示しています。また庭園・山林

に遊歩道を整備して自由に見学散策できるように来訪者に無料開放しております。 

また地域貢献の一環として恵まれた自然環境を活用して植物観察会、野鳥観察会、音

楽会などを春秋開催しています。 

財団の庭園は明治期に造営された回遊式庭園で今紅葉が見ごろとなっています。来月

中旬まで公開しておりますので資料館の見学とあわせぜひおいでください。 

渋沢栄一との関わりに触れながら権三郎の事業についてお話させていただきました。 

 

 

総括 

＊未来を拓く「新地域づくり」 

権三郎は渋沢の協力を得て東京と⾧岡を鉄道で結びました。当時は⾧岡発６：４５で
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上野着２２：００と一日がかりでした。その後昭和６年上越線が開通し急行で６時間台

になり、私の学生時代（６０年前）は急行佐渡で４時間２０分でした。それが今は上越

新幹線ができ１時間半で⾧岡と首都圏が結ばれています。新潟県は上越地方に北陸新幹

線も通じており２本の新幹線が通っている唯一の県です。新潟県も⾧岡市もこのような

首都圏との交通の便の良いところです。⾧岡市は山あり海あり日本一の信濃川もあり自

然が豊かです。古い歴史もあり温泉もあります。これらの恵まれた資源、交通の便や豊

かな自然を生かすことが考えられるのではないでしょうか？８月の花火大会は大勢が

訪れます。私も毎年楽しみにしています。国の政策も外国人を迎え入れるなど観光立国

に力をいれています。⾧岡の魅力をもっと発信していただければと思いです。 

皆様は新潟県の人口をご存知でしょうか？私が小学生のころ覚えた新潟県民歌の一

節に「県民２５０万希望に燃えてこぞり立つ」という歌詞があります。人口のピークは

平成７年の２４８．８万人で残念ながら２５０万には届きませんでした。現在は２１７

万人と年々減少傾向です。ちなみに権三郎、渋沢が活躍していた明治時代の２６年は１

７０万人で当時の日本１の人口県だったそうです。 

⾧岡市歌では大正１５年（市制施行２０周年）に作られた旧市歌で「蒼紫の森の緑濃

く、汪洋尽きぬ信濃川、越後平野の中心と、いや栄えゆく⾧岡市」が１番の歌詞です。 

平成１８年（市制１００年）合併記念事業で制定された現在の市歌「笑い顔いきいき」

では「守門岳から日本海、中越いやす信濃川・・・」とありいずれも⾧岡市の豊かな自

然を謳っています。 

近代化されつくした現代では渋沢栄一や権三郎の時代のように地域での新規起業は

なかなか難しいと思いますが、少子高齢化が進む地域の活性化をどうしていくか大きな

問題になってきます。 
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新潟県は多くの県民を擁しその中から有能な人材を輩出してきました。⾧岡市も豊か

な自然と立地に恵まれています。これらのメリットを十分に生かして、⾧岡市、新潟県

が今後ますます発展することを願って私のコメントとさせていただきます。 


